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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 4 ⽉ 7 ⽇ 
● 事 業 名 ： 児童養護施設等を退所後に困難を抱えた若者⽀援の充実・強化事業 
● 資⾦分配団体 ： 中国 5 県休眠預⾦等活⽤コンソーシアム 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈⼦どもシェルターモモ 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

アフターケア事業を
継続して⾏うことが
できる 

拠 点 を 活 か
し ⼦ ど も の
⾃ ⽴ の 準 備
が整う 

⽀援を⾏った対象者
のケース記録・検証
と事例を蓄積し、未
来の⽀援に役⽴てら
れる。 事例：10 件
程度 

2021 〜
2022 年度
中 

・2021 年 4 ⽉に建物を購⼊し、備品等の内装整備は 9 ⽉
中に完了した。週に 2 回⼦どもの受け⼊れを⾏っていた
が、岡⼭県内において 2021 年 8 ⽉〜9 ⽉に緊急事態措置
とまん延防⽌等重点措置が続けて出され、年が開けて
2022 年 1 ⽉〜3 ⽉ 6 ⽇にはまん延防⽌等重点措置の要請
が出たため、上記の期間中は⼦どもの受け⼊れを制限し
た。なにも措置要請が出ていない期間中は、参加⼈数の制
限を若⼲緩和し、以下の⽀援を実施した。 
・岡⼭県内で障がい児の保護者の⾃⽴⽀援を⾏う「認定
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NPO 法⼈ペアレント・サポートすてっぷ」から講師を
招き、ワークショップ形式で⼿芸作品作りを学んだ(全
3 回実施・各回 2 名参加)。参加した⼦どもの満⾜度は
⾼く、今後は 4 ⽉に開催される対⾯イベントへ作品を
出品し、販売体験を⾏う予定。他のブースの販売補助な
どを通じ就労体験も⾏う。⼦どもたちには就労意欲の
⾼まりがみられた。 

・今後は施設退所前の⼦どもの利⽤拡⼤に向けて、各施
設への呼びかけを⾏いたい。 

アフターケア事業を
継続して⾏うことが
できる 

⼗分 な ⾃ ⽴
⽀ 援 が 提供
できる 

⼦どもたちがＳＯＳ
を出せる先が複数あ
り、⼈への信頼感を
持てるようになる。
相談先：1 ⼈ 3 件以
上 

2021 〜
2022 年度
中 

他の⽀援機関(NPO 等)との連携は継続しているが、⼦ど
もたちから「いますぐ就労したい」というニーズがなく、
実際の就労⽀援については下半期において実施していな
い。就労⽀援を得意とする他機関から⽀援のしかたを学
んでいる段階。 
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⼈材養成講座を実施
する 

平⽇ ⽇ 中 の
活 動 に必要
な ス タ ッ フ
数 が確保 で
きる 

・⾮常勤スタッフの
関わり：常時 
・継続するための⼈
材：約 3 ⼈以上 

2022 年度
中 

昨年度はコロナの影響で開催を⾒送ったボランティア養
成講座について、初めてオンラインで開催した。講義中⼼
の基本的な内容をベースとしながら、各回終了後は参加
者どうしの意⾒交換の時間を設けフィードバックを⾏っ
た。また最終回では先輩ボランティアから「実際に活動し
てみての学び」等を話す機会を設け、座学から実際の活動
に参加するまでの誘導の設計を⾏った。受講⽣ 71 名のう
ち 20 名がボランティアとしての活動を希望している。 
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受講⽣を対象に録画を配信しフォローアップを⾏うほ
か、活動の申込みを⾏った 20 名に対しては事前の⾯談や
ヒアリングを丁寧に⾏い、活動の継続に必要な⼈材の確
保を⽬指す。 
また、継続するための⼈材確保のため、正規職員も増員し
たため、職員の体制づくりとボランティアコーディネー
トが今後の検討課題である。 

各養護施設に配置さ
れる⾃⽴⽀援コーデ
ィネーターとの合同
研修を実施する 

関係機関が
連携し て ⾏
う ア フ タ ー
ケ ア ⽀ 援 の
仕組み形成 

切れ⽬なく⽀援を⾏
うための関係性がで
きる。 
情報交換開催数：年
2 回以上 

毎年度、
コーディ
ネーター
配置の都
度 

岡⼭市岡⼭っ⼦育成局⼦育て⽀援部こども福祉課が主催
する⾃⽴⽀援コーディネーターの会議へ参加し、各施設
との情報交換を⾏った。その結果、各児童養護施設を退所
するタイミングでアフターケアの周知を⾏う必要性があ
る旨を共有することができ、2022 年 3 ⽉に 2つの施設を
訪問し、退所者へ向けたアフターケアの紹介、⼦どもシェ
ルターモモの活動紹介を実施することができた。また⼦
どもたちには LINEの連絡先を渡し、いつでも連絡しても
らえるようつながりを持つことができた。これまでは必
要性を感じながら連携や周知ができていなかった点であ
り、各施設の担当者からも「退所後につながれる先が増え
るのはよいことである」と⾮常に好評であった。 
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企業など、関連機関と
の⽀援ネットワーク
の構築 

就業機会の
提供等協⼒
率が⾼まる 

⼦ ど も たちに と っ
て 、 就職先の選択
肢が広がる。企業の
協⼒によるプログラ

事業終了
時点 

コロナの影響を受け、下半期におけるロータリークラブ
との定例の情報交換会議は中⽌となっているが、就職に
向けて新たに以下の連携が⽣まれている。 
・株式会社⼤町(⽇本⼀のだがし売場) 
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ム開発：5 件程度 困窮家庭を対象とした駄菓⼦のイベントなどを実施し
ており、地域と接していくための取り組みの紹介を受
けた。他の NPO とも連携しながら、アフターケアの⼦
どもたちとともに地域向けのイベント開催を検討中。 

・NPO 法⼈オカヤマビューティサミット 
 シングルマザーの資格取得・就労⽀援事業として、フェ

イシャル・ボディ各講座を実施している。美容業界への
就労を⽬指す⼦どもの受講について調整を⾏う。 

・⾃⽴援助ホーム連絡会 
 岡⼭県内に拠点を置く他の⾃⽴援助ホームの実務担当

者とのオンライン情報交換会へ参加。⽀援に関する知
識の共有等を⾏っている。 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
コロナ禍で制限はありつつ、オンラインでの活動を取り⼊れる等の⼯夫を⾏っている。⼦どもたちの変化等成果は⾒えづらい状況にある
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が、当初の⽬的であった「事業が継続できる」体制について、拠点の整備・⾃⼰資⾦の調達・関係機関との連携・新規⼈材(ボランティア)
の養成へ順調に取り組めている。整いつつある体制を活⽤し、最終年度は⼦どもたちの課題とその解決について積極的に取り組み成果を発
信していくことを⽬指す。 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
2020 年度はボランティア養成講座の開催を延期したが、2021 年度はオンライン上での開催とした。感染対策に配慮した実施について検討
を⾏っている。 

② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
・2021 年 12 ⽉ 29 ⽇(⽔) ⼭陽新聞朝刊コラム「滴⼀滴」https://www.sanyonews.jp/article/1213130 
・2022 年 03 ⽉ 01 ⽇(⽕) ⼭陽新聞朝刊社説「社会的養護の若者 ⾃⽴まで⽀える仕組みを」https://www.sanyonews.jp/article/1234256 
・2022 年 03 ⽉ 18 ⽇(⾦) 環太平洋⼤学「⼦どもシェルターモモの活動についてお話を伺いました」https://ipu-japan.ac.jp/news/92369/ 
2.広報制作物等 
・【第 12 期（令和 3 年度）】ボランティアスタッフ養成講座＠オンライン受講⽣募集チラシ 
 https://shelter-momo.org/cgi-bin/topics/index.cgi?c=zoom&pk=88 
3.報告書等 
・なし 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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ボランティア養成講座をオンラインにて開催。※以下の URLは Salesforceへは⾮公開 
・第 1 回 https://youtu.be/HBlunbJO7k0 ・第 2 回 https://youtu.be/4aNPGykvyM8 ・第 3 回 https://youtu.be/P7A6Fj0CZ4Q  
・第 4 回 https://youtu.be/_2TS8Q7c_AQ ・第 5 回 https://youtu.be/k63tghJZS6U ・第 6 回 https://youtu.be/LiTM0ciFIN8  
・第 7 回 https://youtu.be/Dn_NOMbGNec ・第 8 回 https://youtu.be/tct5utXEiH0  

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
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3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 
⑥添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
▼ボランティア養成講座(オンライン)開催の様⼦ 
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▼新拠点での就労⽀援(⼿芸品製作のワークショップ)実施⾵景 
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▼新拠点での⽣活⽀援(お弁当作り)の様⼦          ▼新拠点での⽣活⽀援(企業等から⽀援いただいた物資をシェア)の様⼦ 

  


